
　大阪在住の佐保輝之さんと妻のひかるさ
んが、「母は認知症だった～私たちのよう
な辛い目にあう人がないように～」と題し
ての体験を県民交流会館パレアで話され、
看護・福祉系、法学部など約100名の学生
を含め260名が聞きました。

　「学会で何度も訪れた熊本城がとっても好きでし
た。堂々としていいお城だと妻を誘っていましたが、
実現しないまま事件の日になってしまいました」
「刑事裁判結審後、釈放され二人で真っ先に訪れた
のが熊本城。疲れ切った心を癒してくれました。今
回は、復職裁判の判決の後、怒りと落胆の中で、傷つ
いたお城と向き合いました。涙が止まりませんでし
た。でも、一緒に頑張ろうと心が強くなりました」と
いう二人の熊本城に寄せる思いから始まりました。

認知症と気づかなかった悔しさ
　佐保夫妻は、認知症の母親を激しい暴力で死亡さ
せたとして、１審で懲役８年の判決を受けました。
無実を訴え続け、控訴し２審では一転、事実誤認が
あったと罰金刑に減刑となりました。「認知症の人

は予測できない行動を起こすことがあり、自分や他
人を傷つけることがある」と指摘した「家族の会」
副代表理事の杉山孝博医師の意見書が実質無罪への
力となりました。今、「自分たちと同じ思いをする
人が二度とないよう、捜査機関、裁判官、裁判員、
法医学者には、認知症についてもっと知ってほし
い」と訴える佐保夫婦も、意見書を見るまでは母親
の認知症に気づいていなかった。そのことについて
悔やむ姿は見ている方も辛くなりました。

民事裁判でも主張が認められない！
　「大幅減刑とはいえ、罰金刑を受け入れたのは、
弁護人を通じて、大阪大学から復職させる意向があ
ると聞き、仕事に復帰できることを優先した結果で
した。しかし、その後大学からは、約束していないと
解雇され、復職裁判を起こしました。９月25日に判
決、予想はしておりましたが、こちらの言い分は微塵
も受け入れられませんでした。無罪を訴えている人
間への配慮がなく、判決には憤りを感じています。
大学にも恩師にも、そしてまたしてもと！司法に対
しては、怒りを抑え切れません」「大切な家族を失っ
た上、誤認逮捕され、大切な時間を奪われ、仕事も
なくなりました。私たちは必死で訴えます。認知症
への理解を深めてほしい。こんな目にあう人は絶対
もう作ってはならない。控訴します」と話しました。

　「家族の会」は、一連の裁判に関しては佐保夫妻と
同じように憤りを感じています。これからも、より
いっそう認知症に対する理解を広める取り組みを強
め、佐保夫妻の主張を支持してあらゆる場面で訴え
ていきたいと思います。�（「家族の会」理事　阿部佳世）

講演する佐保夫妻

私たちのような辛い目にあう人は絶対
つくってはならない� 佐保夫妻が渾身の訴え

認知症啓発キャンペーン2017inくまもと　世界アルツハイマーデー記念講演会熊本県・熊本県支部共催

　「家族の会」ホームページをリニューアルしました。スマートフォン
からも、見やすく表示されるようになりました。また、すべての支部
から情報発信が簡単にできるようになり、より一層、支部の取り組み
が分かるようになりましたので、ぜひご覧ください。

ホームページをリニューアル！

このQRコードを読み取っていただき、アクセスしてください

▲

alzheimer.or.jp

　今後も、ホームページをはじめ、Facebook、Twitter、会員交流サイトalun-alunな
ど、ITを活用した情報発信・活動を進めていきます。� （本部事務局　小野貴志）
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迷いと不安の中、「家族の会」と繋がった

　本を出したいと考えたのは、2013年ころからで
す。当時、脳炎と診断されていましたが、認知症
の可能性もゼロではないと説明を受けていまし
た。営業職に復帰できるのか？先生に聞いても「復
帰できるとも、できないとも、どちらとも言えな
い」―私の納得いく答えは返ってきませんでした。
　仕事や日々の生活の中で、少しずつ悪くなって
いると感じ、「やっぱり認知症なのか？」と不安を
抱えながらも希望だけは失わず頑張っていまし
た。営業に戻れると信じて、千葉県障害者職業セ
ンターの訓練を受ける一方で、認知症と診断され
た場合、家族が困らないように認知症の人と家族
の会と繋がりました。

メモリーノートを活用して家族に手記を残す

　そして千葉へ行ったことが、本を書くためのき

情報
コーナー

本人交流の場
（詳細は各支部まで）

宮城◉12月7日・21日㈭10：30～15：00
／翼のつどい→泉区南光台市民センター
山形◉12月11日㈪13：30～15：30／若
年性認知症の人と家族のつどい→篠田総
合病院2階講堂
◦12月16日㈯13：00～15：00／置賜の
つどい・本人のつどい→すこやかセンタ

ー2階　第3会議室
埼玉◉12月16日㈯11：00～14：30／若
年のつどい越谷→越谷市中央市民会館
◦12月27日㈬11：00～13：00／若年の
つどい大宮→大砂土ふれあいの里
岐阜◉12月24日㈰11：00～14：00／若
年のつどい→岐阜市・アルト介護センタ
ー長良
愛知◉12月9日㈯13：30～16：00／若年
本人・家族「元気かい」→東海市しあわせ村
鳥取◉12月23日（土・祝）11：00～15：00／

東部にっこりの会→コモン吉方温泉
広島◉12月2日㈯11：00～15：30／陽溜
まりの会東部→福山すこやかセンター
◦12月9日㈯11：00～15：30／陽溜まり
の会広島→広島市中区地域福祉センター
◦12月16日㈯11：00～15：30／陽溜ま
りの会北部→三次市十日市コミュニティ
センター
◦12月23日（土・祝）11：00～15：30／陽溜
まりの会西部→廿日市市総合福祉センタ
ー（あいプラザ）

土台となりました。
　訓練を受ける時間以外のすべての時間が自分の
ものとなり、今後の人生について考えました。し
っかり訓練を受けて、自分の状態を把握し、対処
法を身につければ営業に戻れるかも。でも…もし
認知症なら。自分の身に起きたことを話せなくな
った場合を考え、沖縄に戻ってくると家族へ手記
を残しました。

仲間との出会いを求めてブログを開始

　洗車担当として仕事に復帰すると、目に見えな
い障害を知ってもらうため、仲間との出会いを求
めてブログを始めました。ブログを始める時に悩
んだのがタイトル。どんなタイトルがいいのか？
覚えられないから日記に残す、記憶できないから
記録する。すると『記憶より記録』というタイトル
が頭に浮かび、私の本のタイトルにもなりました。

自慢の父親になる！仲間を励ましたい！人生なんくるないさ～

　本を出したかった一番の理由は、自慢の父親に
なりたい！私の経験・体験から認知症に対する偏
見や誤解をなくしたい、仲間を励ましたい。すべ
ての経験が今の私に役立っています。
　人生、なんくるないさ～（※３）

出版記念トーク
イベントで

　障害者職業センターの訓練で習得したメモリーノート活
用法、家族に残すための手記、広く社会とつながるために
始めたブログ（※１）などを一冊にまとめ、家族の誇りとな
ること、世間の偏見や誤解をなくし、仲間を励ましたいと
著書を出された熱い思いを寄稿していただきました。
� （編集委員　松本律子）

大
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城
しろ

　勝
かつ
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し

さん
42歳・沖縄県支部

認知症の私は「記憶より記録」
〈著　者〉大城勝史
〈発売日〉2017年６月19日
〈出版社〉沖縄タイムス社
〈価　格〉1,620円（税込）

っかけになりました。訓
練の一つ、メモリーノー
ト（※２）活用法を習得した
おかげで日々の生活・想
いを書き綴り、私の本の

※１　ブログ「記憶より記録」：https://ameblo.jp/komo1974/
※２　予定や行動管理、日記を書くためのノート
※３　沖縄の方言。意味は「なんとかなる、どうにかなる」
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私らしく
仲間とともに

私らしく
仲間とともに

本人
登場
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　高齢者・認知症・障害者・
ガン終末期の人々の訪問診療
に、20年間従事されている鐘

ヶ江寿美子医師の「認知症の人
と家族を支える、意思表示」とい

う講演があった。
　その中で、将来自らが
判断力を失ったときに行
われる医療行為に対する
意向を前もって意思表示
し、文章に残した「リビ
ングウイル」「事前指示
書」の大切さについて学

んだ。先生の話は事例も交えてとてもわかり
やすく、地域包括ケアシステムの構築が推進
されている今日、認知症の人の意思決定支援
は誰にでも優しい地域づくりの第一歩だ。
と、世話人の小池美鈴さんはまとめている。

　若年期認知症の人と家族の
会「陽溜まりカフェ」は、楽
しみにしていたぶどう狩りに
出かけた。最初は西日本最大の
花園「秋のダリア祭り」を開催中

の世羅高原農場へ。
　次は「家族の会」会員さんの黒瀬農園「香山
ラベンダーの丘」で〝生ハーブティーとクッキ
ー〟、お土産に全員「幸水梨」をいただき、最
後に「世羅向井農園」のぶどう（ピオーネ）狩
りに行った。
　「ダリアの
大きさにびっ
くりした」
「ハンモック
は初めての体
験で、気持ちよかった」「ぶどうも美味しく
て最後まで食べました」などの声があった。

広島県支部

ダリア祭り・
ハーブティー・
ピオーネを満喫

佐賀県支部

やさしい地域
づくり

　飯田市の牧野光朗市長が
「わたの実カフェ」を訪問。
皆さんと30分ほどゆっくり話
して帰られた。この様子を会員

の木下歌子さんが次のようにまとめ
てくださった。
　「市長は『家
族の会』のみな
さんと気さくに
話され、私たち
も介護をしてい
て悲しいことなど、思いを話すと耳を傾けて
真剣に聞いてくださった。市長さんも『本当
にカフェの雰囲気がとてもいいですね』と話
された。市長さんにこのような会があること
を知ってもらっただけでもうれしく、これか
らも皆と一緒に頑張っていこうという勇気が
湧いた」

長野県支部

市長が
カフェ訪問

　支部の2017年世界アルツハ
イマーデー記念講演会は、
「若年性認知症」と診断され

た当事者のグループ「翼」を広
く知っていただこうと開催した。

　第１部「当事者たちの思い」は、「若年性
認知症」と診断されたご本人６人が登壇。
「診断を受けた時の気持ち」「家族への思
い」「今までうれしかったこと」「これからや
りたいこと」など、思い思いに語った。
　ある一人の当事者は、「富士山に登りた
い」と力強く発表され、会場全体も勇気づけ

られた。感想
に「当事者の
思いがしっか
りと伝わって
涙があふれ
た」とあった。

宮城県支部

富士山に
登りたい

「ぽ～れぽ～れ」通巻448号●2017年11月25日発行（第３種郵便物承認）

�



このコーナーに寄せられたお便りの他、入会申込書、
「会員の声」はがき、支部会報から選び掲載しています。

お便りお待ちしています！
〒602-8143 京都市上京区猪熊通丸太町下ル

仲之町519番地 京都社会福祉会館内
  〈「家族の会」編集委員会宛〉

会員 お便りさんからの

FAX.075-811-8188
Eメール office@alzheimer.or.jp
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50歳代の夫は昨年、若年性アルツハイマー
型認知症と診断されました。周りにおなじ病
気の人はいなくて、オープンにすることもで
きていません。なのに、住宅ローンや収入が
ないなど、金銭面では次々と問題が起き、待
ってはくれない。とにかく情報を得て、少し
でも良い方向にいけばと思っています。

オープンにできない
●神奈川県　Ｃさん　40歳代　女性

認知症の人は80歳代の母です。昔よく言っ
ていたまだらボケだと思っています。父が介
護者なので、老々介護です。
両親の生活を快適にしてやろうとしても、

それを受け入れない。無視するのもひとつの
案と思うが、父も母もとんでもないことにな
って、おおごとになるのも、こちらが困る。

無視するわけにもいかず…
●茨城県　Ｄさん　50歳代　女性

母は、アルツハイマー型認知症になって早
や10余年。介護生活は少しずつ、少しずつ重
くなり、自分も年を経て、大変さが身に染み
ています。それでも、少し反応してくれるこ
とが、在宅での介護のいいところ。母の笑顔
が見られる。もう少し、もう少し頑張ろうと
思える。

在宅での介護のいいところ
●高知県　Ｅさん　60歳代　女性

義父が７月に脳梗塞を発症し、入院。８月
初旬の退院後、人が変わったように怒りっぽ
くなったり、生活の様々な場面で難しいこと
が出てきました。
現在は少し攻撃性は落ち着いていますが、
たった１ヵ月の出来事とは思えない、嵐のよ
うな日々でした。これから、医療、介護の専
門の方々にお世話になりながら、本格的な介
護生活が始まります。自分自身の心の拠りど
ころとして「家族の会」に入会します。

たった１ヵ月で…
●群馬県　Ａさん　40歳代　女性

母は88歳になりました。72歳で認知症と診
断され、自宅で10年介護し、施設で６年、今
は要介護５で、ほとんど寝たきりです。
週１回、病院の付き添いに行きます。母は
どんな気持ちでいるのでしょうか。元気なこ
ろは仕事と畑仕事に精を出し、しっかりした
人でした。嫁の私からみると、悔しいのでは
ないかと思ってしまいます。強気だった母が
こんなに変わっていく姿を見ていると、たま
に悲しくなってしまいます。

母はどんな気持ちでいるのでしょう
●山口県　Ｂさん　60歳代　女性
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このコーナーに寄せられたお便りの他、入会申込書、
「会員の声」はがき、支部会報から選び掲載しています。

お便りお待ちしています！
〒602-8143 京都市上京区猪熊通丸太町下ル

仲之町519番地 京都社会福祉会館内
  〈「家族の会」編集委員会宛〉

会員 お便りさんからの

FAX.075-811-8188
Eメール office@alzheimer.or.jp

※お名前はイニシャルではありません。
　年齢は「50歳代」等で表記しています。
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実母は86歳、レビー小体型認知症で要介護
４です。６年間、自宅で介護しております。
発症した時は、作り話や物忘れ、夜間せん
妄、見えない人や動物まで鮮明に見えて、怯
えた表情で何度もどうにかしてくれと、娘の
私に訴えていました。夜中に動きだし、床に
たおれることがたびたびあり、夕方になれば
「帰ります」と玄関先に出てしまうので、常
に母の行動に振り回されていました。
認知症フォーラムで、世話人さんと出会
い、つどいに参加するようになり、専門医に
受診し、薬を調整してもらい、混乱すること
もなくなりました。今では娘の名前まで言っ
てくれます。
現在は寝たきりになり、じょくそう治療中
で、訪問看護師の在宅医療を利用中です。家
での看取りを考えております。今は母の笑顔
に癒される日々を送っています。

自宅で看取りまで…
●鹿児島県　Ｇさん　50歳代　女性

自問自答の日々
●滋賀県　Ｆさん　80歳代　男性

被介護者が亡くなって、早６ヵ月余日。終
わったという気がしない。どうして？なぜ？
という自問自答の日々が続いています。
まだまだ、教えてもらわねばならないこと
がたくさんあるようだとの思いでいるこのご
ろです。

助けてください
●兵庫県　Ｉさん　50歳代　女性

どんどん父親が壊れていきます。介護保険
のサービスを受けさせるのも苦労です。まだ
まだ初期段階なのかもしれませんが、今の時
点でできることを逃したくないですし、家族
はだんだん疲れてきています。
どうしたらいいか、わからないことだらけ
です。助けてください。

苦しいのは私だけじゃない
●島根県　Ｋさん　40歳代　女性

「ぽーれぽーれ」を読んでいると、全国の
介護者の皆さんが私と同じように頑張ってお
られる様子がわかります。
苦しいのは私だけじゃないんだなとわか

り、安心します。明るく、楽しく、何でもポ
ジティブにやっていこうと思います。

介護保険がどんどん改悪されています。ア
ンケート調査などしていただき、生の声をど
んどん国へあげていきたいです。
高い保険料を払っても、サービスが使えな

い、使いにくいのでは何のための制度かわか
りません。
みんなで力を合わせて団結しましょう。

団結しましょう
●岡山県　Ｊさん　30歳代　女性

いつも暗い顔の母
●千葉県　Ｈさん　40歳代　女性

70歳代の義母は３年ぐらい前にアルツハイマ
ー型認知症と診断されました。うつがあるた
め、いつも暗い顔をするか、寝ている。話かけ
て、一時的に元気になっても、認知症のため、
忘れて逆戻り。こちらもうつになりそうです。
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